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介
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刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
朝
鮮
時
代
の
小
説

逞

七
六

恩

田

書
館
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
」
に
マ
大
い
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

は
じ
め
に

　
近
世
前
期
一
七
世
紀
の
日
本
に
お
い
て
、
朝
鮮
時
代
初
期
の
伝
記
小
説
、
梅

月
堂
金
時
習
の
『
金
贅
新
話
』
が
開
板
さ
れ
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
江
戸
時

代
の
出
版
文
化
隆
盛
の
実
態
と
そ
の
国
際
性
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
、
き
わ

め
て
重
要
な
事
実
と
い
え
よ
≒
。

　
し
か
し
な
が
ら
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
内
閣
文
庫
に

承
応
二
年
本
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
申
天
理
図
書
館
の
所
蔵
す
る
一
本

（
寛
文
刊
記
）
の
影
印
と
紹
介
が
あ
っ
づ
も
の
の
、
そ
の
後
諸
本
に
つ
い
て
の

報
告
は
な
く
、
そ
の
全
貌
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
筆
者
は
、
比
較
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
『
金
贅
新
話
』
を
と
り
あ
げ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
本
格
的
な
伝
本
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
調
べ
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

▽
几
九
九
年
九
月
に
、
朝
鮮
で
板
行
さ
れ
た
『
金
贅
新
話
』
が
中
国
の
大
連
図

そ
こ
で
二
〇
〇
一
年
に
、
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
る
か
各
種
蔵
書
目
録
類
に
調
べ
て
い
た
内
容
を
、
「
伝
存
本

目
鋸
」
と
し
て
ご
く
簡
略
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
以
後
諸
本
の
調
査
を

続
け
て
き
た
が
、
本
稿
は
そ
の
報
告
で
あ
る
。

一

和
刻
本
『
金
贅
新
話
』

　
『
金
贅
新
話
』
の
和
刻
本
は
、
承
応
二
年
・
万
治
三
年
・
寛
文
十
三
年
の
、

三
種
の
刊
記
を
も
つ
も
の
が
確
認
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
刊
記
を
異
に
す
る
伝

本
が
、
あ
わ
せ
て
八
本
、
伝
存
し
て
い
る
。
そ
の
種
類
と
伝
本
数
は
、
初
回
報

告
（
注
⑤
）
時
か
ら
現
在
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
い
ま
そ
れ
ら
を
刊
記
に
分

け
系
統
立
て
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
外
題
を
併
記
す
る
。

　
１
．
承
応
二
年
刊
記
本
－
一
本
あ
り



　
①
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

２
．
万
治
三
年
刊
記
本
－
四
本
あ
り

　
①
　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
室
蔵
本

　
②
　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

　
③
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

　
①
　
大
連
図
書
館
蔵
本

３
．
寛
文
十
三
年
刊
記
本
－
三
本
あ
り

　
①
　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
室
蔵
本

　
②
　
天
理
図
書
館
蔵
本

　
③
　
（
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
本

「
金
贅
新
話
」

「
肘
金
贅
新
話
全
」

「
梅
月
堂
金
贅
新
話
　
全
」

「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

「
金
贅
新
話
全
」

　¬　　¬訓道訓道

鮎春鮎春

金
贅
新
話
」

金
贅
新
話
」

二
　
諸
本
の
紹
介

１
。
承
応
二
年
刊
記
本

①
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

　
外
題
　
　
「
金
贅
新
話
」

　
内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

　
表
紙
　
　
薄
茶
色
　
五
つ
目
綴
じ
　
　
縦
二
七
・
八
×
横
一
八
・
二
ｍ

　
版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
二

　
　
　
　
　
〇
・
四
Ｘ
一
五
・
二
回

　
右
に
見
る
よ
う
に
、
一
六
五
三
年
刊
記
の
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
が
、
　
　
版
心

現
伝
最
古
の
伝
本
と
な
る
。
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
に
も
伝
存
し
て
い
る
。

内
題
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」
は
、
諸
本
み
な
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
外
題
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
「
金
贅
新
話
」
と
す
る
も
の
二
本
、
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」
と
す
る

も
の
三
本
、
「
皿
四
金
贅
新
話
」
と
す
る
も
の
三
本
の
、
三
種
の
書
名
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

上
下
白
口
白
魚
尾
（
一
～
八
、
十
ご
丁
二
十
、
二
十
九
～
四
十
五

丁
）
、
黒
魚
尾
（
九
～
十
二
、
二
十
一
上
一
十
八
丁
）

①
柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
）
」

刊
記
　
　
「
承
慮
二
年
仲
春
／
庶
山
舘
道
可
處
士
刊
行
」
（
／
は
行
替
り
）

　
『
改
訂
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
（
内
閣
文
庫
、
昭
四
六
）
の
「
子
　
一

一
　
小
説
家
類
　
（
四
）
傅
奇
小
説
」
項
に
「
四
月
金
祭
新
話
　
朝
鮮
金
時
習

撰
　
承
唐
二
刊
　
（
野
間
三
竹
奮
蔵
）
　
日
四
　
一
冊
　
三
〇
九
函
　
∇
几
二

号
」
つ
一
九
〇
頁
）
と
録
さ
れ
る
。
表
紙
に
貼
ら
れ
た
図
書
分
類
表
に
見
る

よ
う
に
、
「
漢
書
」
門
に
分
類
配
架
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
小
説
」

の
朱
書
票
も
貼
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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贅
新
話
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の
諸
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題
簑
は
な
く
、
表
紙
左
上
に
墨
筆
で
小
さ
く
「
金
贅
新
話
」
と
直
書
き
し

て
い
る
（
図
１
）
。
表
紙
中
央
部
に
長
方
形
に
薄
茶
色
が
残
り
、
そ
れ
以
外

は
汚
れ
か
焼
け
焦
げ
で
黒
く
変
色
し
て
い
る
。
薄
茶
色
が
本
来
の
色
で
あ
る
。

変
色
時
期
は
、
表
紙
右
上
の
「
昌
平
坂
學
問
所
」
印
影
の
半
分
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
昌
平
坂
学
開
所
収
蔵
以
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
五

つ
目
綴
じ
は
、
と
し
穴
五
つ
で
と
じ
る
線
装
本
の
装
訂
法
で
、
唐
書
の
用
語

で
は
五
針
眼
釘
法
。
大
型
本
の
多
い
朝
鮮
本
に
典
型
的
な
装
訂
法
で
、
近
世

初
期
の
和
本
に
多
く
見
ら
れ
、
日
本
で
は
「
朝
鮮
綴
じ
」
と
通
称
し
て
い
る
。

　
庶
山
館
道
可
処
士
に
つ
い
て

　
刊
記
は
末
丁
の
四
十
五
丁
裏
左
下
に
、
枠
で
囲
ん
で
刻
さ
れ
て
い
る
（
図

３
）
。
刊
行
者
を
「
庶
山
舘
道
可
處
士
」
と
す
る
。
そ
の
詳
細
は
あ
ま
り
わ

か
ら
な
い
よ
う
で
、
矢
島
玄
亮
氏
の
『
徳
川
時
代
皿
四
９
１
集
覧
』
は
、
庶
山

舘
道
可
の
出
版
物
と
し
て
「
聚
分
韻
略
」
（
慶
安
五
）
と
「
群
書
拾
唾
　
一

二
巻
」
（
承
応
口
を
挙
げ
、
井
上
隆
明
氏
の
『
皺
葡
近
世
書
林
板
元
総
覧
』

に
も
同
記
載
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
る
と
、
『
包
丁
書
録
』
承
応

元
年
正
月
中
旬
刊
（
内
閣
文
庫
蔵
）
、
『
老
子
庸
斎
口
義
』
承
応
元
年
十
一
月

再
刊
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
の
二
点
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
「
羅
山

点
」
と
録
さ
れ
る
が
、
近
年
該
書
（
明
暦
三
年
刊
本
）
に
つ
い
て
、
「
道
春

訓
点
」
は
徳
倉
昌
堅
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
報
告
が
あ
悦
、
注
目
さ
れ
る
。

後
掲
『
金
贅
新
話
』
に
も
道
春
訓
点
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
慎
重
に
考
究
さ

(4)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
も
う
一
点
、
俳
諧
書
『
庶
山
集
』
も
開

板
し
て
い
娠
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
「
慶
安
四
暦
仲
秋
吉
辰
日
／

庶
山
舘
道
可
處
士
鏝
板
」
と
そ
の
刊
記
に
見
え
て
い
る
。
慶
安
五
年
に
開
板

が
出
来
上
が
旦
二
条
の
本
屋
（
秋
田
屋
平
左
衛
門
と
推
定
さ
れ
る
）
に
す
り

置
い
て
い
た
と
よ
む
二
句
が
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
庶
山
館
道

可
は
慶
安
か
ら
承
応
頃
に
か
け
て
京
都
で
活
動
し
た
板
元
で
あ
っ
た
と
知
ら

れ
る
。

　
蔵
書
印
記
「
白
雲
書
庫
」
「
昌
平
坂
學
問
所
」
「
浅
草
文
庫
」
と
所
蔵
経
緯

　
四
十
五
丁
裏
刊
記
の
上
に
「
白
雲
書
庫
」
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
野
間
三
水
（
一
六
〇
八
－
一
六
七
六
）
の
蔵
書
印
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
収

蔵
以
前
に
彼
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
白
雲
書
庫
」
は
、
「
常
に
毎

冊
尾
左
下
隅
に
押
し
て
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
娠
」
と
さ
れ
、
本
伝
本
に
お
い

て
も
同
位
置
に
確
認
で
き
た
。
承
応
本
の
刊
年
一
六
五
三
年
は
父
野
間
玄
琢

卒
後
の
こ
と
と
な
る
の
で
二
二
竹
が
捺
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　
ま
た
前
表
紙
右
上
と
四
十
五
丁
裏
欄
上
部
の
ニ
カ
所
に
「
昌
平
坂
學
問

縦
」
印
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
か
ら
の
呼
称
で
あ
り
、

四
十
五
丁
裏
欄
上
に
「
文
化
戊
辰
」
の
年
号
印
も
あ
っ
て
、
学
問
所
へ
の
収

蔵
が
一
八
○
八
年
と
わ
か
る
。
そ
の
蔵
書
は
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
創

設
の
内
閣
文
庫
に
移
管
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
巻
頭

の
一
丁
匡
郭
内
右
下
に
「
浅
草
文
聡
」
の
双
辺
長
方
朱
印
記
が
あ
る
こ
と
か
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図２　一丁表

図４　八丁裏10行・四丁表２行

図１　表紙　国立公文書館蔵

図３　四十五丁裏
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〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

　
ら
（
図
２
）
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
か
ら
七
年
間
は
官
立
図
書
館
浅
草

　
文
庫
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
　
以
上
三
種
の
印
記
か
ら
、
承
応
本
が
経
て
き
た
所
蔵
場
所
は
、
野
間
三
竹

　
か
ら
昌
平
坂
学
開
所
へ
、
昌
平
坂
学
問
所
か
ら
浅
草
文
庫
へ
、
そ
し
て
浅
草

　
文
庫
か
ら
最
終
的
に
現
在
の
国
立
公
文
書
館
（
印
記
「
日
本
政
府
圖
書
」
が

　
一
丁
表
欄
上
に
有
る
）
へ
、
と
い
う
変
遷
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

㈲
　
本
伝
本
の
注
目
す
べ
き
特
徴
に
書
き
入
れ
が
あ
る
（
図
４
）
。
一
つ
は
、

　
四
丁
表
２
行
目
の
「
於
」
字
を
朱
筆
で
口
に
囲
み
、
そ
の
欄
上
に
「
厭
」
の

　
字
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
そ
の
二
は
、
八
丁
裏
の
1
0
行
「
牢
」
の
字
を
囲
み

　
や
は
り
欄
上
に
朱
筆
で
「
牢
」
字
を
注
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
注
記
は
非
常
に
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。
す
な
わ
ち
書
き
込
み
を

　
し
た
人
物
が
、
何
か
を
見
て
字
の
誤
り
・
に
気
付
い
た
が
ゆ
え
に
正
し
い
字

　
「
牢
」
「
厭
」
を
書
き
入
れ
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
校
合
を
行
っ
た
こ
と
を

　
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
体
何
を
見
て
の
訂
正
か
と
い
う
疑
問
は
、
▽
几

九
九
年
発
見
の
朝
鮮
刊
本
に
「
牢
」
「
厭
」
の
字
が
確
認
で
き
加
こ
と
を
も

っ
て
、
朝
鮮
本
を
見
て
誤
刻
に
注
記
を
施
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
明
白
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
朝
鮮
刊
本
が
、
室
町
末
か
ら
近
世
初
め
に
京
都
居
住
の
著

名
な
医
師
曲
直
瀬
正
淋
（
養
安
院
）
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
が
彼
の
蔵
書
印

記
か
ら
確
認
で
き
て
い
仙
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
現
在
は
大
連
図
書
館
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

蔵
に
か
か
る
も
の
の
、
一
七
世
紀
初
め
京
都
に
あ
っ
た
朝
鮮
刊
本
（
養
安
院

所
蔵
）
を
も
と
に
し
て
、
日
本
で
板
刻
印
行
し
た
の
が
和
刻
本
『
金
贅
新

話
』
だ
と
い
う
結
論
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
不
詳
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る

に
至
っ
た
。

　
で
は
、
書
き
入
れ
は
誰
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
所
蔵
者
で
あ
る
野
間

三
竹
自
身
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
言
え
よ
う
。
当
時
書
籍
が
貴
重
で
あ
っ

た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
他
人
の
本
に
た
や
す
く
書
き
入
れ
が
で
き
る
と
は
考

え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

２
。
万
治
三
年
刊
記
本

①
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
室
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

外
題
　
題
簑
「
肘
金
贅
新
話
全
」

内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

表
紙
　
　
栗
皮
色
（
赤
茶
褐
色
）
　
五
つ
目
綴
じ
　
縦
二
七
・
二
Ｘ
横
一

　
　
　
　
七
・
五
回

版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
二

　
　
　
　
〇
∴
二
×
一
五
・
一
ｍ

版
心
　
　
承
応
二
年
刊
記
本
に
同
じ

柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
）
」



〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

図５　表紙　京都大学文学研究科図書室蔵図６　四十五丁裏

①
(2)

③
刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
／
飯
田
忠
兵
衛
新
刊
」

　
図
書
カ
ー
ド
に
「
（
梅
月
堂
）
金
贅
新
話
／
金
時
習
（
梅
月
堂
）
著
／
飯

田
忠
兵
衛
　
万
治
３
／
4
5
丁
　
2
7
・
５
ｍ
　
和
／
（
寄
贈
　
昭
3
1
・
1
0
・

３
ご
と
記
す
。
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室
発
行
『
頴
原
文
庫
目
録
』
（
昭
3
4

年
５
月
）
に
よ
れ
ば
頴
原
退
蔵
氏
寄
贈
本
と
知
ら
れ
、
「
梅
月
堂
金
贅
新
話

／
飯
田
忠
兵
衛
板
　
萬
治
３
年
刊
／
和
　
美
濃
判
」
と
録
し
て
い
る
。

　
前
表
紙
左
上
に
双
辺
の
刷
り
題
首
を
貼
る
が
、
書
名
「
金
贅
新
話
」
に

「
道
春
訓
黙
」
の
角
書
を
付
け
て
い
る
（
図
５
）
。
こ
の
角
書
を
も
つ
寛
文
十

三
年
刊
記
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
紹
介
が
こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
た
め
、
寛

文
本
イ
コ
ー
ル
「
道
春
訓
鮎
」
本
と
い
う
理
解
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

万
治
三
年
刊
記
本
に
も
「
道
春
訓
黙
」
と
す
る
伝
本
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
全
」
の
字
が
あ
る
こ
と
に
も
留

意
し
た
い
。

　
飯
田
忠
兵
衛
に
つ
い
て

　
刊
記
に
は
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」
の
刊
年
に
続
き
、
「
飯
田
忠
兵
衛
新

刊
」
を
刻
し
て
い
る
（
図
６
）
。
す
な
わ
ち
承
応
二
年
刊
記
本
の
木
記
を
削

去
し
、
新
刊
す
る
板
元
の
名
を
入
木
し
て
い
る
。
飯
田
忠
兵
衛
は
、
井
上
和

雄
氏
編
『
四
耘
書
買
集
覧
』
に
見
れ
ば
、
京
都
に
あ
っ
た
板
元
で
「
風
俗
通
」

（
萬
治
三
）
、
「
白
虎
通
」
（
寛
文
二
）
、
「
和
句
解
」
（
寛
文
二
）
、
「
祥
氏
六
帖
」

（
寛
文
九
）
の
出
版
物
が
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
前
掲
『
徳
川
時
代
皿
四
９
１
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

覧
』
に
は
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
　
万
治
３
」
の
書
目
が
挙
が
る
が
、
こ
れ
は

頴
原
文
庫
本
を
さ
す
も
の
で
、
こ
の
他
『
徒
然
草
抄
』
」
三
巻
（
寛
文
口
、

「
孝
経
大
義
」
（
寛
文
五
）
、
「
徒
然
草
文
段
抄
」
七
巻
（
寛
文
七
）
、
「
義
楚
」

六
帖
二
四
巻
（
寛
文
九
）
の
出
版
物
も
あ
り
、
万
治
か
ら
寛
文
頃
に
活
動
し

た
板
元
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
前
掲
『
大
大
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
　
　
③

に
飯
田
忠
兵
衛
は
録
さ
れ
て
い
な
い
。

②
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

　
外
題
　
　
題
簑
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
　
全
」

　
内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

　
表
紙
　
　
標
色
　
五
つ
目
綴
じ
　
縦
二
七
・
三
×
横
一
七
・
五
ｍ

　
版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
二

　
　
　
　
　
〇
・
三
×
一
五
・
一
ｍ

　
版
心
　
　
承
応
二
年
刊
記
本
に
同
じ

　
柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
ご

　
刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
／
飯
田
忠
兵
衛
新
刊
」

①
　
図
書
カ
ー
ド
に
は
「
梅
月
堂
　
金
贅
新
話
／
万
治
三
年
刊
　
大
／
函
４
－

　
４
７
　
架
（
　
４
」
と
あ
り
板
元
に
関
す
る
記
載
は
な
か
っ
た
が
、
実
見
し

　
た
と
こ
ろ
、
四
十
五
丁
末
尾
に
「
飯
田
忠
兵
衛
新
刊
」
が
刻
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

　
前
掲
①
本
同
様
板
元
を
あ
ら
わ
す
刊
記
を
有
し
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

②
　
題
首
は
表
紙
左
上
に
貼
る
。
「
全
」
の
字
も
付
し
て
い
る
。
ま
た
書
名
以

　
外
に
も
、
分
類
上
必
要
な
書
票
や
「
小
説
」
な
ど
部
門
を
記
し
た
小
紙
も
貼

　
り
付
け
て
あ
る
（
図
版
は
拙
著
（
注
④
）
二
二
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

㈹
　
一
丁
表
欄
上
右
に
「
京
都
帝
國
大
學
図
書
之
印
」
朱
印
記
が
あ
り
・
、
丸
小

　
印
に
収
蔵
日
を
「
明
治
・
三
二
・
四
・
一
七
購
求
」
（
一
八
九
九
年
）
と
す

　
る
。
ま
た
匡
郭
内
右
下
に
「
口
口
（
阿
部
カ
）
家
蔵
」
の
朱
印
記
が
あ
り
旧

　
蔵
者
と
お
ぼ
し
い
。

圃
　
こ
の
本
の
特
徴
と
し
て
、
前
表
紙
見
返
し
に
五
つ
の
作
品
題
を
墨
筆
で
書

　
き
入
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
萬
輔
寺
樗
蒲
記
　
　
　
一
丁

　
　
李
生
窺
培
傅
　
　
　
　
九
丁

　
　
酔
遊
浮
碧
亭
記
　
　
十
九
丁

　
　
南
炎
浮
州
志
　
　
　
廿
七
丁

　
　
龍
宮
赴
宴
録
　
　
　
坦
五
丁

　
こ
の
よ
う
な
作
品
題
の
書
き
入
れ
は
、
後
出
の
寛
文
本
①
と
本
伝
本
に
の
み

認
め
ら
れ
、
本
伝
本
は
作
品
が
始
ま
る
丁
数
も
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
朝
鮮

刊
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
作
品
題
を
目
次
の
よ
う
に
刻
し
て
い
て
（
但
し
丁
数

は
な
し
）
、
和
刻
本
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
和
刻
本
の

二
本
に
そ
れ
が
有
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
漢
字
を
見
る
に
、
朝
鮮
刊
本
に



は
「
萬
絹
寺
樗
蒲
記
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
て
の
書
き
入
れ
で
は
な
い
。

和
刻
本
は
す
べ
て
「
萬
紹
寺
樗
蒲
記
」
と
す
る
。

③
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

　
外
題
　
　
題
簑
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

　
内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

　
表
紙
　
　
茶
色
　
四
つ
目
綴
じ
　
縦
二
六
×
横
一
八
・
一
ｍ

①②
版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
二

　
　
　
　
〇
・
二
×
一
五
・
一
回

版
心
　
　
承
応
二
年
刊
記
本
に
同
じ

柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
ご

刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」

　
『
早
稲
田
大
學
圖
書
館
所
蔵
漢
籍
分
類
目
録
』
（
平
成
三
年
十
二
月
）
に
は
、

「
梅
月
堂
金
警
新
話
　
李
朝
・
金
時
習
撰
　
萬
治
三
年
五
月
　
和
大
　
文
庫

五
－
九
七
〇
」
と
記
す
。
当
図
書
館
に
よ
れ
ば
「
警
」
字
は
「
贅
」
字
で
あ

る
と
さ
れ
た
。

　
題
谷
は
刷
り
題
簑
で
、
前
表
紙
左
上
に
貼
る
。
た
だ
し
「
梅
月
堂
」
は
小

文
字
の
横
書
き
で
あ
る
。
下
半
分
ほ
ど
が
剥
が
れ
落
ち
た
た
め
、
「
新
」
の

字
は
墨
筆
で
書
き
、
「
話
」
字
は
別
の
白
小
紙
片
に
墨
書
し
た
も
の
を
貼
っ

　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

八
三
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〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

　
て
い
る
（
図
７
）
。

③
　
こ
の
伝
本
の
み
「
四
つ
目
綴
じ
」
の
装
訂
で
あ
る
。
四
つ
目
綴
じ
は
和
本

　
の
代
表
的
な
綴
仁
方
で
あ
り
、
他
伝
本
す
べ
て
が
五
つ
目
綴
じ
で
あ
る
の
に

　
く
ら
べ
特
異
と
い
え
注
意
を
ひ
く
。
あ
る
い
は
か
な
り
後
の
印
行
や
装
訂
に

　
よ
っ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

㈲
　
一
丁
表
の
右
匡
郭
上
に
、
長
形
の
「
故
中
村
進
午
博
士
記
念
図
書
」
朱
印

　
記
が
あ
り
、
昭
和
十
五
年
一
月
十
六
日
の
寄
贈
本
と
記
す
。
同
匡
郭
外
の
右

　
下
と
四
十
五
丁
裏
左
下
匡
郭
内
に
「
早
稲
田
大
学
法
学
部
図
書
室
蔵
書
」
の

　
朱
印
記
が
あ
る
。

⑤
　
本
伝
本
の
刊
記
に
お
い
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
す
で
に
取
り
あ

　
げ
た
万
治
三
年
刊
記
本
の
①
と
②
の
本
に
有
っ
た
、
板
元
を
い
う
「
飯
田
忠

　
兵
衛
新
刊
」
の
刻
が
無
い
こ
と
で
あ
る
（
図
８
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次

　
の
①
で
あ
わ
せ
て
詳
述
す
る
。

④
大
連
図
書
館
蔵
本

　
こ
の
伝
本
は
筆
者
未
見
で
あ
る
。
『
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
大
連
図
書
館
和

漢
図
書
分
類
目
録
　
第
３
編
　
文
学
語
学
』
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
大
連
図

書
館
、
昭
和
六
年
十
▽
月
発
行
（
但
し
書
き
に
「
昭
和
二
年
三
月
末
日
現
在
」

と
あ
る
ビ
に
よ
れ
ば
、
万
治
三
年
刊
記
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
目
録
に
「
梅

月
堂
金
贅
新
話
　
１
　
大
谷
／
萬
治
３
　
和
大
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。

八
四

次
に
記
す
書
誌
事
項
は
、
崔
溶
激
氏
よ
り
提
供
を
受
け
た
写
真
資
梅
（
表
紙

と
四
十
五
丁
裏
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
不
分
明
な
点
が
あ
る
。
今
後
調
査
の

機
会
が
与
え
ら
れ
れ
ば
補
い
た
い
。

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

　
外
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」
＊
後
の
手
書
と
い
う
。
原
題
は
不
明

　
内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

　
表
紙
　
　
（
色
、
大
き
さ
、
綴
じ
方
な
ど
未
見
の
た
め
不
詳
）

　
版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
未
詳

　
柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
（
丁
数
ご

　
刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」

①
　
「
大
谷
文
庫
」
に
つ
い
て

　
　
右
掲
目
録
に
「
大
谷
」
の
字
だ
け
を
特
に
ゴ
シ
ッ
ク
で
記
し
て
あ
る
こ
と

　
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
本
伝
本
は
現
在
大
連
図
書
館
に
「
大
谷
文
庫
」

　
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
崔
溶
激
氏
に
よ
れ
隔
、
伝
本
一
枚
目
に
蔵
書
印

「
寫
字
毫
之
蔵
訃
」
が
捺
し
て
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
蔵
書
印
は
、
大

谷
光
瑞
師
個
人
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
西
本
願
寺
派
第
二
十
二
世
門
主
（
法
名
鏡
如
）
大
谷
光
瑞
師
（
一
八
七
六

～
▽
几
四
七
）
が
そ
の
蔵
書
量
を
誇
り
、
漢
籍
類
の
貴
重
書
、
明
清
時
代
小

説
類
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
蔵
書
の
現
在
中
国
の
地

に
あ
る
歴
史
的
経
緯
と
特
質
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
漱
平
氏
が
夙
に
詳
し
く
考



②
究
さ
れ
て
い
ふ
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
日
本
の
神
戸
か
ら
運
ば
れ
た

書
籍
の
中
に
、
こ
の
万
治
三
年
刊
記
本
『
金
贅
新
話
』
が
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
門
主
大
谷
家
の
文
庫
は
「
写
字
台
文
庫
」
と
称
さ
れ
、
膨
大

な
典
籍
を
所
蔵
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
録
『
写
字
台
文
庫
外
典
目

録
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
小
説
家
附
録
稗
官
野
史
　
第
廿
九
画
」
項
に
、

　
　
金
贅
新
話
　
　
一
巻

の
書
名
が
認
め
ら
れ
加
。
翻
刻
さ
れ
た
宗
政
五
十
緒
氏
は
、
こ
の
目
録
収
載

の
ほ
と
ん
ど
は
第
十
八
世
文
如
上
人
の
所
蔵
書
で
あ
り
蒐
書
も
さ
れ
た
も
の

と
推
測
で
き
る
と
さ
緬
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
龍
谷
大
学
の
所
蔵
と
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
現
在
龍
谷
大
学
に
『
金
贅
新
話
』
の
所
蔵
は
確
認

で
き
な
い
よ
う
で
、
と
な
る
と
お
そ
ら
く
こ
の
本
が
か
つ
て
中
国
へ
送
ら
れ

現
大
連
図
書
館
蔵
と
な
っ
た
本
で
あ
ろ
う
と
、
推
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
大
連
図
書
館
蔵
『
金
贅
新
話
』
に
あ
る
「
寫
字
毫
之
蔵
書
」
印
記

は
、
二
十
二
世
（
大
谷
光
瑞
）
で
は
な
く
、
文
如
上
人
の
代
に
捺
さ
れ
た
も

の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
刊
記
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
板
元
を
い
う
「
飯
田
忠
兵
衛
新
刊
」
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
万
治
三
年
刊
記
本
四
本
の
う
ち
、
③
早
稲
田
大
学

図
書
館
蔵
本
と
④
大
連
図
書
館
蔵
本
に
、
板
元
の
刊
記
が
無
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
万
治
三
年
刊
記
本
の
う
ち
。

　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

①
と
②
に
は
「
飯
田
忠
兵
衛
新
刊
」
が
有
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
じ

万
治
三
年
刊
記
本
で
あ
っ
て
も
、
板
元
名
を
有
す
る
も
の
と
有
し
な
い
も
の

の
、
二
種
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
有
無
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
重
大
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
印
行
の
時
期
、
伝
本
の
先
後
、
あ
る
い
は
板
木
の
移
動
と
い
っ
た
事

項
が
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
板
元

を
有
し
な
い
方
が
後
印
本
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
次
の
寛
文
十
三
年
刊
記
本
も
含
め
諸
本
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
詳

細
に
調
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

３
。
寛
文
十
三
年
刊
記
本

①
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
室
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

　
外
題
　
　
「
金
贅
新
話
　
全
」

　
内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

表
紙

版
式

版
心

柱
刻

薄
茶
色
　
五
つ
目
綴
じ
　
縦
二
六
×
横
一
七
・
五
ｍ

四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
二

〇
・
二
×
一
五
ｍ

承
応
二
年
刊
記
本
に
同
じ

「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
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の
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図９　四十五丁裏・裏表紙見返し　　京都大学文学研究科図書室蔵

①
(2)(3)(4)⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」

奥
付
　
　
「
寛
文
十
三
丑
年
仲
春
／
絹
森
兵
左
衛
門
板
行
」

　
図
書
カ
ー
ド
に
は
「
梅
月
堂
　
金
贅
新
話
／
福
森
兵
左
衛
門
　
寛
文
十
三

／
4
5
丁
　
2
6
・
５
ｍ
　
和
　
峡
入
」
と
あ
る
。

　
題
谷
は
な
く
、
前
表
紙
左
上
に
墨
筆
の
直
書
き
で
あ
る
。
同
位
置
に
あ
っ

た
墨
字
が
消
え
た
（
消
し
た
？
）
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
あ
ら
た

に
墨
書
き
し
た
も
の
。
た
だ
、
「
全
」
と
こ
と
さ
ら
に
記
し
て
い
る
点
に
留

意
し
た
い
。
と
い
う
の
は
次
の
同
じ
寛
文
本
②
③
に
は
「
全
」
の
字
が
題
簑

に
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
一
丁
表
右
匡
郭
内
下
に
印
記
「
今
西
春
秋
」
、
同
中
央
部
に
小
円
形
「
今

西
龍
」
が
あ
る
。
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室
発
行
『
今
西
文
庫
目
録
』
（
昭

3
4
年
６
月
）
に
は
今
西
龍
氏
の
寄
贈
書
と
し
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
／
（
朝

鮮
）
金
時
習
撰
／
寛
文
十
三
年
日
本
福
森
兵
左
衛
門
刊
本
」
と
録
し
て
い
る
。

　
前
表
紙
見
返
し
に
、
五
つ
の
作
品
題
が
墨
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
前
掲

２
－
②
本
の
よ
う
な
丁
数
の
記
入
は
な
い
。

　
刊
記
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」
は
四
十
五
丁
裏
本
文
末
に
あ
る
が
、
「
飯

田
忠
兵
衛
新
刊
」
の
板
元
名
の
方
だ
け
削
去
さ
れ
て
、
無
い
。
そ
の
上
で
、

裏
表
紙
見
返
し
中
央
部
分
に
「
寛
文
十
三
丑
年
仲
春
三
帽
森
兵
左
衛
門
板

行
」
の
奥
付
が
あ
る
（
図
９
）
。
福
森
兵
左
衛
門
は
、
『
皿
（
書
買
集
覧
』
に

よ
れ
ば
京
都
五
条
通
の
板
元
で
、
『
下
學
集
』
『
日
用
賓
鑑
』
（
貞
享
二
）
、



『
浄
土
見
聞
集
』
（
貞
享
四
）
、
そ
し
て
元
禄
十
一
年
八
月
に
羅
山
の
『
怪
談
　
　
　
九
四
五
』
が
旧
蔵
者
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
五
月
教
会
本
部
よ
り
寄
贈
収
蔵

全
書
』
を
刊
行
し
て
い
る
の
は
留
意
さ
れ
よ
う
。
刊
記
と
奥
付
の
内
容
・
位

置
は
、
次
の
②
③
と
も
共
通
す
る
。

②
天
理
図
書
館
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

外
題
　
　
題
首
「
蒜
　
金
贅
新
話
」

内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

表
紙
　
　
藍
色
　
五
つ
目
綴
じ
　
縦
二
六
・
七
×
横
一
七
・
七
ｍ

版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
匡
郭
二

　
　
　
　
〇
・
二
×
一
五
・
一
回

版
心
　
　
承
応
二
年
刊
記
本
に
同
じ

柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
ご

刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」

奥
付
　
「
寛
文
十
三
丑
年
仲
春
／
循
森
兵
左
衛
門
板
行
」

①
　
題
谷
「
皿
匹
　
金
贅
新
話
」
が
表
紙
左
上
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
双
辺
の
刷

②
り
題
接
。
題
字
の
下
に
「
全
」
の
字
は
見
え
な
い
も
の
の
、
題
接
全
長
の
三

分
の
一
以
上
が
不
自
然
に
空
い
て
い
る
。

　
一
丁
欄
上
に
印
記
「
紫
景
文
庫
」
が
あ
り
、
裏
表
紙
見
返
し
左
上
端
に
も

横
書
き
小
文
字
「
紫
影
文
庫
」
も
見
え
る
。
藤
井
乙
男
氏
（
一
八
六
八
－
一

　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

　
さ
れ
た
。

㈲
　
刊
記
の
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」
は
、
末
丁
の
四
十
五
丁
裏
に
、
奥
付

　
「
寛
文
十
三
丑
年
仲
春
／
絹
森
兵
左
衛
門
板
行
」
は
、
右
①
本
同
様
、
後
表

　
紙
見
返
し
中
央
に
あ
る
。

㈲
　
本
伝
本
に
は
、
数
カ
所
に
書
き
入
れ
が
あ
る
。
二
丁
裏
６
行
目
「
燈
」
字

　
に
「
キ
ヤ
ウ
」
の
振
り
カ
ナ
を
書
き
入
れ
、
欄
上
に
「
足
音
」
と
そ
の
意
味

　
を
注
記
。
ま
た
三
丁
表
８
行
「
撒
」
字
、
五
丁
裏
８
行
目
「
烏
程
」
字
に
つ

　
い
て
も
欄
上
に
書
き
入
れ
が
あ
る
。
他
に
振
り
仮
名
等
も
あ
る
が
今
略
す
。

③
（
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
（
Ｈ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｒ
ｄ
-
Ｙ
ｅ
ｎ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
　
」
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
）
蔵
本

　
整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

外
題
　
　
題
簑
「
蒜
　
金
贅
新
話
ヒ

内
題

表
紙

版
式

版
心

柱
刻

刊
記

「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

濃
藍
色
　
五
つ
目
綴
じ
　
縦
二
六
・
五
ｘ
横
一
七
・
八
ｍ

四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字
　
丁
数
・
四
十
五
　
（
匡
郭
は

未
見
に
つ
き
未
詳
）

承
応
二
年
刊
記
本
に
同
じ

「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
）
」

「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

　
奥
付
　
　
「
寛
文
十
三
丑
年
仲
春
／
絹
森
兵
左
衛
門
板
行
」

①
　
原
本
は
未
見
で
あ
り
、
同
館
よ
り
入
手
し
た
複
製
資
料
に
よ
っ
て
以
下
記

　
す
。
「
表
紙
色
」
と
「
本
の
大
き
さ
」
は
徐
斗
株
氏
「
金
贅
新
話
に
つ
い
て
」

② （
『
金
贅
新
示
』
保
景
文
化
社
、
▽
几
八
六
）
に
ょ
っ
た
。

　
前
表
紙
見
返
し
右
上
に
分
類
記
号
と
思
わ
れ
る
｛
｝
／
５
５
６
８
.
５
／
≪
ｉ
ｂ
ｉ
　
I

の
記
入
が
あ
り
・
、
左
横
に
、
別
紙
に
作
者
・
作
品
等
に
関
し
て
手
記
し
た
も

の
を
添
付
。
Ｊ
が
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
Ｊ
な
ら
和
書
分
類
に
収
ま
る
か
と
思
わ
れ

た
が
、
す
で
に
岡
雅
彦
・
青
木
利
幸
両
氏
編
の
『
（
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館

和
書
目
鋸
』
が
備
わ
っ
て
い
た
。
同
館
所
蔵
本
に
つ
い
て

　
　
梅
月
堂
金
贅
新
話
　
１
巻
／
朝
鮮
金
時
習
撰
／
林
羅
山
点
／
福
森
兵
左

　
　
衛
門
　
寛
文
1
3
（
芯
コ
）
／
１
冊
　
大
／
題
簑
：
道
春
訓
点
金
贅
新

　
　
話
／
Ｔ
５
５
６
８
.
５
-
８
１
６
１

と
録
す
。
図
書
記
号
が
前
表
紙
見
返
し
記
載
と
符
合
す
る
。

㈲
　
題
簑
「
皿
匹
　
金
贅
新
話
」
を
表
紙
左
上
に
貼
る
。
右
掲
②
本
同
様
題
字

(4)

⑤
下
に
空
白
が
あ
る
が
、
写
真
判
読
が
難
し
く
「
全
」
字
は
無
い
と
し
て
お
く
。

　
一
丁
表
右
匡
郭
内
の
下
方
に
「
恰
佛
大
學
漢
和
圖
書
館
珍
蔵
印
」
の
印
記

が
あ
る
。
そ
の
下
に
「
松
口
蔵
書
」
印
記
も
あ
る
が
不
詳
。
同
館
収
蔵
は
一

九
六
〇
年
十
月
六
日
。

　
刊
記
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
」
は
四
十
五
丁
裏
に
、
奥
付
「
寛
文
十
三
丑

年
仲
春
∠
帽
森
兵
左
衛
門
板
行
」
は
、
裏
表
紙
見
返
し
中
央
に
あ
る
。

お
わ
り
に

八
八

　
こ
れ
ま
で
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
諸
本
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
。
外
題
に

相
違
が
あ
る
点
、
「
道
春
訓
鮎
」
角
書
の
有
無
は
、
見
過
ご
せ
な
い
重
要
事
項

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
「
道
春
訓
鮎
」
は
寛
文
本
の
み
と
い
う
理
解
に
留
ま
っ

て
い
た
が
、
そ
う
は
言
え
な
い
。
万
治
三
年
刊
記
本
に
も
「
道
春
訓
黙
」
と
角

書
し
た
伝
本
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
二
十
二
丁
裏
９
行
「
嵐
」
の
字
は
、
朝
鮮
刊
本
と
承
応
本
に
「
嵐
」

と
あ
り
、
万
治
本
と
寛
文
本
は
す
べ
て
「
風
」
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
調
査

結
果
、
万
治
三
年
刊
記
本
の
う
ち
①
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
お
よ
び
②
京

都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
室
蔵
本
に
も
「
嵐
」
と
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
万

治
本
と
寛
文
本
を
ひ
っ
く
る
め
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て

①
②
は
い
ず
れ
も
「
飯
田
忠
兵
衛
」
の
板
元
刊
記
を
有
す
る
伝
本
で
あ
る
点
、

き
わ
め
て
興
味
深
く
重
要
な
事
実
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
「
風
」

と
す
る
伝
本
で
は
、
二
十
一
か
ら
二
十
四
丁
の
板
木
が
異
板
で
あ
る
こ
と
と
も

符
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
含
め
さ
ら
に
版
本
の
調
査
を
詳
細
に
進
め
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
刊
記
や
奥
付
も
重
要
な
情
報
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
本
文
・

板
面
の
異
同
な
ど
の
考
察
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。



注①
　
特
に
近
年
江
戸
期
の
出
版
文
化
に
関
す
る
多
く
の
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
　
崔
南
善
「
金
贅
新
話
解
題
」
『
啓
明
』
第
十
九
号
、
▽
几
二
七
、
五
、
四
頁
。

③
「
景
印
『
道
春
訓
点
金
贅
新
話
』
」
、
大
谷
森
繁
「
天
理
図
書
館
本
『
金
贅
新
話
』

　
解
題
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
一
一
二
輯
、
▽
几
八
四
、
七
。

④
　
崔
溶
激
「
『
金
贅
新
話
』
朝
鮮
刊
本
の
発
掘
と
そ
の
意
義
」
『
中
国
小
説
研
究
會

　
報
』
第
三
九
号
、
▽
几
九
九
・
九
。
逞
恩
田
「
朝
鮮
刊
本
『
金
贅
新
話
』
発
掘
報
告

　
の
紹
介
と
成
立
年
代
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
一
七
四
輯
、
二
〇
〇
〇
、
一
　
（
拙
著
『
語

　
り
物
の
比
較
研
究
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
二
、
二
に
収
載
）
。
な
お
崔
氏
の
日
本
語

　
文
「
『
金
贅
新
話
』
朝
鮮
刊
本
の
発
掘
と
版
本
に
対
す
る
考
察
」
（
『
大
妻
比
較
文
化
』

　
３
、
二
〇
〇
二
、
三
）
が
あ
る
。

⑤
　
逞
恩
田
「
日
本
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
剪
燈
新
話
句
解
』
と
『
金
贅
新
話
』
の
受

　
容
（
韓
国
語
文
）
」
（
高
麗
大
学
校
民
族
文
化
研
究
所
主
催
国
際
学
術
会
議
、
二
〇
〇

　
一
・
一
〇
。
『
民
族
文
化
研
究
』
第
3
5
号
二
○
○
一
・
コ
ー
に
収
載
。
な
お
収
載
時

　
校
正
の
機
会
が
与
え
ら
れ
ず
図
版
の
Ａ
と
Ｂ
が
入
替
わ
っ
て
い
る
）
。
及
び
、
「
朝
鮮

　
刊
本
『
金
贅
新
話
』
と
林
羅
山
」
（
『
朝
鮮
文
学
論
叢
大
谷
森
繁
博
士
古
稀
記
念
』
白

　
帝
社
、
二
〇
〇
二
、
三
）
の
中
で
「
『
金
贅
新
話
』
伝
存
本
目
録
」
と
し
承
応
本
・

　
万
治
本
・
寛
文
本
計
八
本
を
簡
略
報
告
し
た
。

⑥
　
大
野
出
「
道
春
点
『
老
子
口
義
』
と
徳
倉
倉
堅
」
『
近
世
文
語
』
6
9
号
、
▽
几
九

　
九
、
一
。

⑦
　
長
友
千
代
治
『
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
、
二
七
～

　
二
八
頁
参
照
。
『
良
山
集
』
に
つ
い
て
は
中
村
俊
定
・
森
川
昭
校
注
『
古
典
俳
文
学

　
大
系
１
　
貞
門
俳
諧
集
一
』
（
集
英
社
、
昭
和
四
五
）
の
二
八
二
千
五
頁
と
四
五
九

　
頁
参
照
。
慶
安
五
年
に
三
条
の
本
屋
で
開
板
が
で
き
売
り
に
出
て
い
た
こ
と
を
い
う

　
句
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
る
。

⑧
　
三
竹
は
通
称
、
名
は
成
大
。
江
戸
前
期
の
著
名
な
医
師
で
幕
府
医
官
を
勤
め
た
。

〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

　
儒
学
者
で
あ
り
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
号
を
静
軒
ま
た
白
雲
洞
と
い
う
。
三
竹

　
は
、
野
間
玄
琢
（
一
五
九
〇
－
一
六
四
五
）
の
長
男
で
あ
り
、
玄
琢
は
「
白
雲
老

　
人
」
と
号
し
、
「
白
雲
書
庫
」
が
蔵
書
印
で
あ
る
。
父
子
二
代
に
わ
た
り
用
い
た
も

　
の
と
さ
れ
る
。

⑨
　
『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』
昭
四
四
、
七
九
頁
。

⑩
　
日
四
平
坂
学
開
所
は
、
林
羅
山
が
寛
永
七
年
上
野
忍
ケ
岡
に
開
い
た
私
塾
や
孔
子
廟

　
に
始
ま
り
、
元
禄
三
年
徳
川
綱
吉
が
湯
島
に
移
築
し
聖
堂
・
大
成
殿
と
称
し
た
。
寛

　
政
九
年
か
ら
幕
府
は
こ
れ
を
官
学
に
改
組
し
昌
平
坂
学
開
所
と
改
め
、
幕
臣
の
子
弟

　
を
教
育
す
る
教
学
機
関
と
し
た
。
同
時
に
林
家
の
蔵
書
二
万
四
千
余
冊
を
全
部
こ
こ

　
に
移
管
し
、
幕
末
に
九
万
五
千
冊
に
及
ん
だ
蔵
書
の
う
ち
八
万
八
千
余
冊
が
明
治
一

　
七
年
創
設
さ
れ
た
内
閣
文
庫
に
移
管
さ
れ
、
今
日
に
至
る
。

⑥
　
浅
草
文
庫
は
、
昌
平
坂
学
問
所
や
和
学
講
談
所
・
書
籍
館
等
の
蔵
書
を
継
承
し
て

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
か
ら
一
四
年
ま
で
の
七
年
間
、
東
京
浅
草
蔵
前
に
設
け
ら

　
れ
た
官
立
図
書
館
。
楷
書
の
双
辺
長
方
朱
印
「
浅
草
文
庫
」
が
蔵
書
各
冊
の
巻
頭
に

　
捺
さ
れ
る
の
が
特
徴
と
さ
れ
、
は
た
し
て
本
伝
本
で
も
当
該
場
所
に
認
め
ら
れ
た
。

　
蔵
書
の
大
部
分
が
現
在
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

⑩
　
大
谷
森
繁
氏
よ
り
承
応
本
の
複
写
資
料
を
提
供
頂
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。
不

　
鮮
明
で
あ
っ
た
朱
筆
の
書
き
入
れ
は
原
本
調
査
時
に
確
認
で
き
た
。
ま
た
朝
鮮
刊
本

　
の
資
料
を
頂
い
た
崔
溶
激
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

⑩
　
逞
恩
田
「
朝
鮮
刊
本
『
金
贅
新
話
』
の
旧
所
蔵
者
養
安
院
と
蔵
書
印
－
道
春
訓
点

　
和
刻
本
に
先
行
す
る
新
出
本
－
」
『
同
志
社
国
文
学
』
第
五
五
号
、
二
〇
〇
一
・
一

　
二
。

⑩
　
時
期
が
承
応
本
の
刊
行
一
六
五
三
年
以
降
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
が
、
人
物
に

　
つ
い
て
は
後
の
昌
平
坂
学
開
所
や
浅
草
文
庫
所
蔵
時
期
も
想
定
は
で
き
よ
う
。

⑤
　
『
最
新
発
掘
朝
鮮
刊
本
《
金
贅
新
話
》
』
高
麗
大
学
校
中
語
中
文
学
科
・
崔
溶
激
、

　
▽
几
九
九
∴
二
。

八
九



　
　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本

⑩
　
注
④
崔
溶
激
前
掲
書
、
四
五
頁
。

⑤
　
朝
倉
治
彦
編
『
蔵
書
名
印
譜
』
（
臨
川
書
店
、
昭
五
〇
）
の
「
僧
侶
附
寺
院
」
部

　
に
「
西
本
願
寺
」
と
し
て
印
影
が
載
る
。

⑨
　
伊
藤
漱
平
「
大
連
図
書
館
蔵
「
大
谷
本
」
の
来
歴
お
よ
び
そ
の
現
状
（
上
）
」
「
同

　
（
中
）
」
古
典
研
究
会
編
『
汲
古
』
九
、
十
号
、
汲
古
書
院
、
昭
六
一
、
六
、
一
二
月
。

　
筆
者
は
二
〇
〇
一
年
四
月
に
伊
藤
漱
平
氏
よ
り
大
連
図
書
館
と
大
谷
文
庫
に
関
す
る

　
多
く
の
資
料
と
懇
切
な
る
書
信
を
汲
古
書
院
の
坂
本
健
彦
社
長
を
通
し
て
い
た
だ
い

　
て
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
両
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

⑩
　
宗
政
五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
▽
几
八
二
、
四
一

　
五
頁
。

⑩
　
注
府
の
三
九
九
、
四
〇
四
頁
。
な
お
中
田
篤
郎
「
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
大
連
図

　
書
館
旧
蔵
「
大
谷
本
」
淵
源
（
上
）
（
下
）
」
『
龍
谷
史
壇
』
九
八
、
ス
ゴ
・
一
〇

　
二
号
、
芝
田
幹
夫
氏
訳
の
張
本
義
・
王
若
「
大
連
図
書
館
「
大
谷
文
庫
」
蔵
書
に
つ

　
い
て
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
第
一
二
一
号
、
▽
几
九
九
・
一
〇
）
が
あ
り
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
　
本
稿
執
筆
中
に
知
っ
た
「
金
贅
新
話
版
本
考
」
（
早
川
智
美
『
大
谷
學
報
』
二
〇

　
〇
六
∴
）
で
は
、
版
本
に
影
印
本
を
含
め
、
（
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
蔵
本
影
印

　
と
天
理
図
書
館
蔵
本
影
印
が
同
一
の
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
氏
が
あ
る
と
い

　
う
（
1
7
頁
）
「
天
理
図
書
館
の
隠
し
印
」
は
私
の
手
元
の
影
印
本
（
保
景
文
化
社
、

　
4
8
頁
）
に
は
見
あ
た
ら
ず
不
可
解
で
あ
る
。
ま
た
二
種
影
印
間
の
（
一
致
し
な
い

　
点
》
を
⑤
～
⑧
あ
げ
る
（
1
5
頁
）
が
①
は
誤
で
あ
り
、
筆
者
の
知
る
「
一
致
し
な
い

　
点
」
は
多
い
。
た
と
え
ば
天
理
本
影
印
に
の
み
有
る
虫
損
又
は
和
紙
の
跡
は
り
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ォ

　
３
行
「
會
月
上
」
、
1
1
1
1
丁
ウ
６
行
「
侍
見
」
、
同
８
行
「
勧
生
口
」
、
1
2
丁
ォ
３
行

　
「
和
之
」
、
1
2
丁
ウ
６
行
「
江
風
」
、
８
行
「
粛
颯
」
、
1
9
T
ウ
８
行
「
鮮
」
字
右
横
、

　
2
0
丁
ォ
７
行
「
望
」
、
同
「
布
貿
」
、
2
0
丁
ウ
２
行
「
吟
」
に
あ
り
、
（
ー
バ
ー
ド
本

　
影
印
に
の
み
有
る
虫
損
又
は
和
紙
の
跡
は
、
1
1
T
ォ
1
0
行
「
欲
」
、
同
「
輿
」
字
左

　
横
、
１
１
１
１
Ｔ
ウ
５
行
「
方
」
、
1
2
丁
オ
６
行
「
勝
」
、
1
0
行
「
几
案
」
、
同
「
展
」
字
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
横
、
1
9
丁
ウ
３
行
「
某
」
、
同
７
行
「
酔
」
字
左
横
、
2
0
丁
オ
２
行
「
里
」
、
６
行

　
「
玩
天
」
、
2
0
丁
ウ
５
行
「
不
」
字
に
あ
る
。

⑩
　
『
（
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
　
和
本
目
録
』
書
誌
学
書
目
シ
リ
ー
ズ
3
6
・
ゆ
ま
に

　
書
房
、
▽
几
九
四
。

「
参
考
文
献
」

井
上
和
雄
編
『
皿
（
書
買
集
覧
』
彙
文
堂
書
店
、
大
正
五

矢
島
玄
亮
『
徳
川
時
代
心
立
媚
集
覧
』
萬
葉
堂
書
店
、
昭
五
一

奥
野
彦
六
『
改
訂
増
補
江
戸
時
代
の
古
版
本
』
臨
川
書
店
、
昭
和
五
七

長
友
千
代
治
『
近
世
の
読
書
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七

渡
辺
守
邦
『
古
活
字
版
伝
説
－
近
世
初
頭
の
印
刷
と
出
版
』
青
裳
堂
書
店
、
▽
几
八
七

長
湯
規
矩
也
『
長
湯
規
矩
也
著
作
集
　
第
七
巻
』
汲
古
書
店
、
昭
和
六
二

岡
雅
彦
・
青
木
利
幸
編
集
『
（
ー
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
和
書
目
録
』
　
一
九
九
四

中
野
三
敏
『
書
誌
学
談
義
　
江
戸
の
板
本
』
岩
波
書
店
、
平
成
七

井
上
隆
明
『
四
大
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
青
裳
堂
書
店
、
平
成
一
〇

井
上
宗
雄
・
岡
雅
彦
・
尾
崎
宗
・
片
桐
洋
一
・
鈴
木
淳
・
中
野
三
敏
・
長
谷
川
強
・
松

　
野
陽
一
編
著
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
▽
几
九
九

鈴
木
健
一
　
『
林
羅
山
年
譜
稿
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九

渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
青
裳
堂
書
店
、
平
成
一
三

長
友
千
代
治
『
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一

橋
本
侯
之
介
『
和
本
入
門
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五

附
記
　
資
料
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
国
立
公
文
書
館
・
早
稲
田
大
学
附
属
図
書

　
　
館
・
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
室
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

追
記
　
初
校
後
、
寛
文
十
三
年
刊
記
本
①
の
末
丁
左
下
に
あ
る
印
影
は
「
平
出
氏
書
室

　
　
記
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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